








まえがき

　現在,出生前診断の実施されている病気のかなりの部分はリソゾーム病であ

り,我々はリソゾーム病の実態分析とともに,診断法についての検討をすすめて

いる。その中でスフィンゴリピドーシスは比較的発生頻度も高く,多くは乳幼

児期に重症の脳障害をおこすので,その予防,治療法の開発は重要な課題である。

本研究では Krabbe 病をとりあげ,その新しい診断法の開発を試み,出生前診断

への応用の可能性について検討した。


